
業務用商品が主体である当社は、当上期の
消費行動における大きなポイントとなった消費
税増税の影響はあまり受けませんでしたが、
天候不良が続いたことが、原料調達、消費の両面
で影響を受ける事業環境となりました。また、
引き続き円安、鶏卵をはじめとする原料高、
エネルギーコストの上昇など、全体的にコスト
アップの傾向が続いています。こうした傾向
は、下期以降、さらに負担が拡大してくると
考えられます。
また、静岡富士山工場の稼働を開始しました
が、6月3日に同工場内で火災が発生し、1ライン
を停止せざるをえない状況になりました。これ
により他工場を集約する計画に遅れが生じ、
利益面に影響を与える結果となりました。
ステークホルダーの皆様には、ご迷惑、ご心配
をおかけしましたが、10月中旬より停止して
いたラインも再稼働し、全面的な本格稼働を
果たすことができています。
上期の業績については、こうしたアクシデント
がありながらも、コンビニエンスストアや製パン、
レストラン、居酒屋、ホテルチェーンなど、分野
を細分化した業態別チームによるきめ細やかな
対応力が実を結び、タマゴ加工品の手応えある

上期の事業環境と貴社の
取り組み、業績への評価から
お聞かせください。

特に奏功している施策の内容と
認識されている課題への対応に
ついてお聞かせください。

拡大に、サラダ類・ソース類の伸長が加わり、
売上高・利益ともにほぼ計画通りの結果であ
りました。中期経営計画で実行している施策が
着実に奏功している結果だと認識しています。

まず、「グローバル企業への展開」では、
インドネシアで業務用マヨネーズと液卵の販売
が順調に進捗しています。特に日系企業を中心
に液卵のニーズが高く、すでに設備の拡充も
視野に入れなければならないほどの需要の高さ
が伺えます。一方、家庭用の小袋のマヨネーズ
については、味・パッケージともにリニューアル
し、販売数量の拡大を図っていきます。
中国では、2014年8月31日をもってサラダ

類を製造している東莞工場を閉鎖し、杭州工場
に生産を集約しました。取引数量が拡大する
中で、より効率的な現地生産、現地販売体制
を実現することで、今期中の単月黒字化を
目指します。
また、輸出拡大に向けた取り組みでは、
2014年度の売上高5億円を目標に掲げ、引き
続き海外の展示会などに積極的に出展してい
ます。タイやシンガポールのほか、9月にはロシア・
モスクワで開催された展示会に出展しました。

株主の皆様ならびに投資家の皆様には平素より格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
『中期経営計画IV（フォース）2012-2014』の最終年も引き続き着実に進捗しております。
ここに取り組みの内容と成果をご報告申し上げます。

代表取締役社長

まず、静岡富士山工場の稼働を軌道に乗せ
ること、これが下期最大のテーマです。その他、
順調に進捗している施策の継続はもちろん、
上期に見えた課題を解決して、通期の業績計画、
中期経営計画の目標達成をしっかりと成し遂げ、
次なる成長に向かう準備を整えます。
中長期的には、市場演出型企業としての取り
組みを強化しながら、さらなる事業領域の拡大
を進めます。当社の特長を活かした機能性食品
「やわらか食」の展開を進めるほか、東京五輪や
近年の外国人観光客の増加に伴いハラール認証
商品のニーズが高まると見込んでおり、マヨネーズ
のみならず信頼性の高い様々なハラール認証
商品を日本国内で販売するような体制を整える
ことを進めております。これはあくまで一つの
例ですが、従来の事業構造にこだわらず、これ
までの事業経営の目線から、さらに俯瞰した
広い視野を持った経営を目指すことで、「面白い
メーカー」となることを目指していきます。引き
続き、ご支援を賜りますようお願い申し上げます。

現在、25の国と地域（2014年9月時点）へ輸出
していますが、ロシアはマヨネーズの消費量が
多い国でもあり、参入が進むと非常に楽しみな
市場の一つになると思っています。
　「事業領域の拡大」においては、各業態への
きめ細やかな提案の効果もあり、新商品を
はじめ「世界のソース」「世界のサラダ」シリーズ
が好調に推移しています。食品卸会社様が開催
する展示会で最優秀メーカー賞をいただくなど、
非常に手応えを感じています。本来、業務用の
商品ですが、店頭販売にも浸透し始めています。
今後も世の中のニーズに応じた新商品を発売
していきたいと思います。
また、2013年9月から販売を開始した、家庭
向けの小型形態のロングライフサラダ『サラダ
のプロがつくった』サラダシリーズも一部
コンビニエンスストアや量販店での販売が順調
で、今後はさらに販売チャネルの拡大を進めて
いきます。2014年10月には「お酒によく合う」
シリーズの第2弾『サラダのプロがつくった お酒
によく合う 明太子ごぼうサラダ』を発売し、展
開を加速させています。
　「サラダカフェブランドの推進・浸透」について
は、依然「サラダカフェ」出店の引き合いはいただい
ているものの、確実に利益を出せる店舗づくり
という指針のもと、上期は出店を見合わせました。
下期から来期にかけては、新規開店の報告が

さらなる成長展望と通期業績の
見通しと合わせ、株主の皆様へ
メッセージをお願いします。

さらなる事業領域の拡大を視野 に入れながら、
市場演出型企業としての存在感 を高めてまいります。

できる予定です。今後はデパ地下にこだわらず、
駅ナカや駅ビルを含め新たなスタイルの店舗
展開を検討しています。
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